






































トレッシン (PUT)/スペルミジン(SPD)比が高値を示した。また.hepatocytc growth factor(HGF)存在下
で培養して上皮様形態となったRPEとHGF非存在下で情養したRPEとの細胞内ポリアミン景を比較検討した。
--4l2--
その結果，上皮様形態を示したRPEでは， PUT/SPD比が低い傾向が明らかになった。さらに，ウシ摘出眼球
より直接採取したRPBでは， PUT/SPD比が最も低い結果となった。このように細胞内ポリアミン比が
RPEの形態と関連した有用な指標と考えられた。また，RPE増殖阻害阻止にODC阻害剤が有用であることが示
唆された。
以上の研究は.PVRのようなRPE増殖病変の治療に向けて一定の成果が認められた。よって本研究者は，
博士(医学)の学位を授与されるに値すると判断された。
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